
01

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A
B
C

D
E
F

G
H
I

J
K
L

M
N
O

P
Q
R

S
T
U

V
W
X

数
字

Y
Z

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/
あ

内見当・外見当

内見当・外見当は、板目木版の制作において、摺りの際
に紙の置く位置を決める見当のことで、版木の内部に彫
られた見当を使用する方法を内見当と呼び、版木とは別
の木板に見当を彫り込んだ、見当板と呼ばれるものを使
用する方法を外見当と呼びます。
木版画で内見当を使用した摺りを行う場合には、作品の
イメージサイズと余白（マルジュ）分以上の大きな版木
を用意する必要があります。そのために、余白を大きく
とりたい場合には、あまりこの方法は適しません。多版
多色で作品を制作する場合には、全ての版に見当を彫り
込む必要がありますが、見当自体を同じ木板の中に彫り
込むために、見当が動く心配がなく、外見当を使用した
場合よりも見当の精度が高いと言われています。
外見当を使用する場合には、版木とは別の木板に見当を
彫り込んだものを使用します。この外見当に使用する木
板を見当板と呼びます。見当板は版木と同じ厚さのＬ字
型に切り出したもの使用し、摺る際にはＬ字の内角に版
木の角をしっかり収めて使用します。外見当は、多版の
場合でも全ての版に見当を彫り込む必要がないために、
手間が掛からないという利点があります。しかし、摺り
の際に、見当板のＬ字の内角に版木がしっかり収まって
いない場合、摺りあがった作品がずれてしまうことある
ため注意が必要です。
どちらの見当も通常、版木の右下部にカギ見当と呼ばれ
るカギ型の見当を付け、中央よりの左下部に引きつけ
見当と呼ばれる一文字型の見当の印を付けます。どちら
も見当ノミと呼ばれる刃物で切り込みを入れ、平刀など
で紙一枚分が引っかかる程度に彫り込みます。摺りの際
には、両手で紙を挟み持ち右手で挟んだ紙をカギ見当に
引っ掛け、左側の手に挟んだ紙を引きつけ見当に引っ掛
けて位置を固定し、紙を版面にそっと落として置きます。
この時、外見当の場合には、余白の汚れなどの原因とな
るために紙を置いた後、外見当を抜いてから摺るように
心がけなければなりません。このような多色木版の見当
は 1700 年代の中盤から後半に完成されたと言われ、こ
れが多色木版画の技術向上となり、後の木版画による浮
世絵（錦絵）の隆盛に繋がったとされています。

内見当・外見当

概要
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内見当・外見当

内見当による紙の合わせ方

Copyright © 2007- 2009 Musashino Art University. All Rights Reserved. 

内見当におけるカギ見当・引き付け見当

外見当におけるカギ見当・引き付け見当


